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因
子
の
内
容
を
考
慮
し
て
各
因
子
を
命
名
す

る
、
と
な
る
。
こ
の
手
続
き
に
よ
り
、
調
査

し
た
ス
キ
ル
三
五
項
目
、
知
識
三
三
項
目
を

回
答
結
果
に
基
づ
き
統
計
的
に
グ
ル
ー
プ
に

ま
と
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
ス
キ
ル
三

五
項
目
、
知
識
三

三
項
目
を
列
と
し
、

六
〇
一
職
業
を
行

と
し
た
行
列
に
対

し
て
因
子
分
析
を

行
っ
た
点
で
あ
る
。

六
〇
一
職
業
を
行

と
す
る
と
少
な
い

感
じ
が
あ
る
が
、

六
〇
一
職
業
は
以

上
の
よ
う
に
そ
の

職
業
に
含
ま
れ
る

デ
ー
タ
を
平
均
値

と
し
て
集
約
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ

の
も
と
は
二
万
四

〇
四
一
名
の
デ
ー

タ
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
を
ま

と
め
た
も
の
が
図

表
１
で
あ
る
。
ス

キ
ル
に
関
し
て
は

六
因
子
、
知
識
に

関
し
て
は
七
因
子

が
抽
出
さ
れ
て
い

る
。
図
表
１
に
は

因
子
と
と
も
に
含

ま
れ
る
主
な
項
目

と
、
そ
の
因
子
の

得
点
が
高
か
っ
た

職
業
例
を
記
載
し

１　

は
じ
め
に

　

日
々
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
ス
キ
ル
や
知
識
が
必
要
と
な
る
。
例

え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
識
や
ス
キ
ル
が

無
け
れ
ば
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
務
ま
ら

な
い
。
医
師
に
は
病
気
に
関
す
る
知
識
と
そ

れ
を
治
療
す
る
ス
キ
ル
が
必
要
と
な
る
。
こ

う
し
た
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
と
な
る
ス
キ

ル
、
知
識
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
職
務
分

析
の
専
門
家
が
限
ら
れ
た
職
業
に
つ
い
て
ス

キ
ル
、
知
識
を
調
べ
た
り
、
各
職
能
団
体
が

職
務
遂
行
に
必
要
な
ス
キ
ル
、
知
識
を
特
定

し
た
り
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
業
界
や
職
業

の
範
囲
を
限
定
し
た
必
要
な
ス
キ
ル
、
知
識

に
関
す
る
情
報
は
、
内
容
が
具
体
的
で
あ
り
、

求
職
や
求
人
に
お
い
て
役
立
っ
て
き
た
。
自

分
を
生
か
せ
る
職
業
に
就
こ
う
と
す
る
個
人

に
と
っ
て
も
、
適
切
な
人
材
を
採
用
し
た
い

企
業
に
と
っ
て
も
、
そ
の
職
務
に
求
め
ら
れ

る
具
体
的
な
ス
キ
ル
や
知
識
の
情
報
は
必
要

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
、
長
期
雇
用
が
減
少
し
、

個
人
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、

人
々
が
生
涯
、
一
つ
だ
け
の
職
業
に
携
わ
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
職
業
の
流
動
性
が
高
ま
る
時
代
に
お
い

て
は
、
業
界
や
職
業
を
限
定
せ
ず
、
様
々
な

職
務
の
遂
行
に
必
要
な
ス
キ
ル
、
知
識
の
全

体
と
し
て
の
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
例
え
ば
、
長
年
勤
め
て
き
た
企
業

を
離
れ
求
職
活
動
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

こ
れ
ま
で
と
同
一
の
職
業
に
再
び
就
け
れ
ば

良
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
や
む
を
え
ず
他

の
業
界
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
、
業
界
や
職
業

ご
と
に
独
立
し
た
ス
キ
ル
、
知
識
の
体
系
は

活
用
し
に
く
い
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、

共
通
の
基
準
に
基
づ
く
業
界
や
職
業
を
横
断

し
た
広
く
職
務
に
必
要
な
ス
キ
ル
、
知
識
の

全
体
構
造
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
、
こ
う

し
た
業
界
や
職
業
を
限
定
し
な
い
ス
キ
ル
、

知
識
に
関
す
る
調
査
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
実
際
の
有
職
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
、
職
務
の
遂
行
に
必

要
な
ス
キ
ル
、
知
識
に
関
す
る
大
規
模
調
査

の
結
果
を
紹
介
す
る
。

２　

方
法
と
結
果

　

ス
キ
ル
、
知
識
の
リ
ス
ト
に
関
し
て
は
米

国
労
働
省
に
よ
るO

*N
E
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
参
考
に
日
本
語
版
を

作
成
し
た
。
デ
ー
タ
収
集
方
法
は
本
誌
の
別

稿
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ス
キ
ル
、
知
識

の
分
析
手
順
は
、
①
サ
ン
プ
ル
数
が
三
〇
以

上
と
な
っ
た
六
〇
一
の
職
業
に
つ
い
て
、
評

価
値
の
平
均
値
を
そ
の
職
業
に
必
要
な
ス
キ

ル
、
知
識
の
得
点
と
し
、
②
こ
の
六
〇
一
職

業
の
得
点
を
用
い
て
ス
キ
ル
、
知
識
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
因
子
分
析
（
主
因
子
法
・
プ
ロ

マ
ッ
ク
ス
回
転
）
を
実
施
し
、
③
固
有
値
一

以
上
お
よ
び
ス
ク
リ
ー
プ
ロ
ッ
ト
も
勘
案
し
、

因
子
数
を
決
定
し
て
再
分
析
を
行
い
、
④
各

２ 

ス
キ
ル
、知
識

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　

鎌
倉
哲
史

図表１　職務の遂行に必要なスキル・知識の因子構造（601職業、24,041名）

知識　７因子

工学、コンピュータ
物理、機械、数学、
通信技術

<職業例>
メカトロニクス研究者
一般機械技術者
電子機器技術者

科学・技術

芸術、歴史学、哲学
メディア、社会学、
人類学

<職業例>
小説家
歴史学者
声楽家

芸術・人文学

医学、歯学、心理学

<職業例>
精神科医
作業療法士
法務教官

医療

販売、マーケティング
経営、会計、人事

中小企業診断士
レストラン支配人
経営コンサルタント

ビジネス・経営

<職業例>

外国語、自国語

<職業例>

法律学者

語学

弁理士

翻訳者

地理、保安、警備、
建築、建設、輸送

<職業例>
海上保安官
ずい道技術者
航海士

土木・警備

生物学、化学、
食料生産

<職業例>
植物学者
薬学研究者
細菌学研究者

化学・生物学

スキル　６因子

見る・聞く・書く・話す
力、学ぶ力

<職業例>
言語聴覚士
精神科医
弁護士

基盤

科学、数理、論理

<職業例>
生理学研究者
植物学者
バイオテクノロジー
研究者

数理

機器の制御、メンテナ
ンス、トラブルシュー
ティング

<職業例>
臨床工学技士
船舶機関士
録音エンジニア

テクニカル

他者理解、協力、
説得、指導

<職業例>
法務教官
弁護士
言語聴覚士

ヒューマン

プログラミング、
システム評価・分析

<職業例>
SE（ITアーキテクト）

SE（プロジェクトマネジメント）

SE（ソフトウェア開発）

コンピュータ

資材・資金管理
設備・機材の選択

<職業例>
フラワーデザイナー
クラフトデザイナー
ネイル・アーティスト

モノ等管理
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て
い
る
。
た
だ
し
、
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
基

礎
的
ス
キ
ル
一
〇
項
目
と
職
能
横
断
的
ス
キ

ル
二
五
項
目
に
つ
い
て
別
に
因
子
分
析
を
実

施
し
て
い
る
た
め
、実
際
に
は
二
因
子
（「
基

盤
」「
数
理
」）
＋
四
因
子
（「
テ
ク
ニ
カ
ル
」

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」「
モ
ノ
等

管
理
」）
と
い
う
内
訳
と
な
る
（
分
析
方
法

の
詳
細
は
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
146
「
職

務
構
造
に
関
す
る
研
究
」
を
参
照
）。

　

ま
ず
図
表
１
上
部
の
ス
キ
ル
六
因
子
に
つ

い
て
み
て
み
る
と
、
基
盤
、
数
理
の
二
つ
は

幅
広
い
職
務
に
必
要
な
因
子
で
あ
る
。
現
代

の
多
く
の
職
業
に
お
い
て
、
見
る
・
聞
く
・

書
く
・
話
す
力
は
多
か
れ
少
な
か
れ
必
要
で

あ
り
、
計
算
す
る
こ
と
、
論
理
的
に
考
え
る

こ
と
も
、
や
は
り
多
く
の
職
業
で
求
め
ら
れ

る
。
次
に
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
両
者
は
一
見
よ

く
似
た
因
子
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
テ
ク
ニ

カ
ル
ス
キ
ル
は
重
機
や
機
器
等
、
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ス
キ
ル
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い

を
表
し
て
い
る
の
が
、
図
表
１
に
示
し
た
因

子
得
点
の
高
い
三
職
業
で
あ
る
。
テ
ク
ニ
カ

ル
ス
キ
ル
の
高
い
三
職
業
が
、
臨
床
工
学
技

士
、
船
舶
機
関
士
、
録
音
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
と

い
っ
た
機
器
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と
し

た
職
業
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル
の
三
職
業

は
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
表
２
に
示
し
た
ス
キ
ル
六
因

子
と
ホ
ラ
ン
ド
の
職
業
興
味
六

項
目
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
と
の

相
関
係
数
を
見
て
み
る
と
、
Ｒ

（
現
実
的
）
は
機
械
な
ど
の
モ

ノ
を
扱
う
こ
と
へ
の
興
味
を
示

す
が
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
は

Ｒ
と
の
相
関
が
高
く
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ス
キ
ル
と
Ｒ
の
相
関
は

相
対
的
に
低
い
。
こ
れ
ま
で
の

業
界
や
職
業
単
位
の
調
査
で
は
、

ど
の
機
械
を
動
か
せ
る
か
、
ど

の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
習

熟
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
本
調
査
で

は
よ
り
大
き
な
捉
え
方
と
し
て

機
器
・
機
材
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
分
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
他
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
キ
ル
と
モ
ノ
等
管
理
ス
キ

ル
は
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
会
社
組
織
の
中

で
働
く
場
合
も
自
営
の
場
合
も
他
者
と
交
渉

し
、
説
得
し
、
協
力
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
資

材
、
資
金
、
設
備
を
管
理
す
る
ス
キ
ル
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
ス
キ
ル
も
業
界
や

職
業
を
越
え
て
必
要
な
も
の
と
い
え
る
。

　

図
表
１
下
部
の
知
識
の
七
因
子
は
大
学
に

お
け
る
学
部
学
科
の
構
成
に
類
似
し
て
い
る
。

科
学
・
技
術
知
識
は
理
工
学
部
、
芸
術
・
人

文
学
知
識
は
文
学
部
に
近
く
、
医
療
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
経
営
の
二
因
子
も
そ
の
ま
ま
学
部
と

対
応
し
て
い
る
。
一
方
、
語
学
が
単
体
と
し

て
因
子
を
構
成
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
と

い
う
の
も
、
米
国
の
同
様
の
調
査
で
は
外
国

語
（F

oreign language

）
は
文
系
知
識
に
、

自
国
語
（E

nglish language

）
は
事
務
知

識
に
組
み
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
、
英
語
が
世
界
中

で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば

当
然
と
も
い
え
る
結
果
で
あ
る
。
米
国
人
に

と
っ
て
は
自
国
語
が
そ
の
ま
ま
世
界
共
通
語

で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
語
学
」
と
い
う
因
子

が
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
知
識
と
し
て
独
立

し
な
い
の
に
対
し
、
日
本
で
は
英
語
が
話
せ

る
と
い
う
こ
と
が
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
大

き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
り
得
る
こ
と
か

ら
、
外
国
語
と
自
国
語
が
ま
と
ま
り
語
学
の

因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

土
木
・
警
備
は
大
学
の
学
部
学
科
と
は
違
っ

た
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
学
部
学
科
に
は

な
い
建
築
、
警
備
、
輸
送
等
が
一
つ
の
因
子

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
最
後
の
化
学
・

生
物
学
は
理
系
で
あ
る
が
科
学
・
技
術
と
は

独
立
し
た
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。

図
表
２
下
部
の
職
業
興
味
と
の
相
関
係
数
を

み
る
と
二
つ
の
因
子
は
概
ね
一
致
し
た
傾
向

と
な
っ
て
い
る
が
、
物
理
・
数
学
・
工
学
と

い
っ
た
領
域
と
化
学
・
生
物
学
で
は
そ
の
対

象
や
方
法
に
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

バ
イ
オ
と
い
っ
た
ま
と
ま
り
等
が
こ
の
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

お
わ
り
に

　

世
界
的
に
み
て
も
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
調

査
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
職
務
横

断
的
な
ス
キ
ル
、
知
識
の
構
造
を
検
討
し
た

例
は
な
い
。
得
ら
れ
た
結
果
か
ら
期
待
さ
れ

る
今
後
の
具
体
的
な
応
用
と
し
て
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
の
求
人
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
け

る
基
準
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
す
る
、

求
職
者
の
適
職
探
索
や
求
人
企
業
の
求
人
要

件
の
明
確
化
に
活
用
す
る
、
こ
の
結
果
か
ら

新
た
な
適
性
検
査
を
開
発
す
る
、
等
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
応
用
を
通
じ
て
、
冒
頭

で
述
べ
た
職
務
横
断
的
な
ス
キ
ル
・
知
識
の

体
系
化
、
全
体
構
造
が
社
会
に
役
立
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

鎌
倉　

哲
史
（
か
ま
く
ら
・
て
つ
し
）　

早
大
卒
業
後
、
東
大
大
学
院
学
際
情
報
学
府
。

現
、
同
大
学
院
博
士
課
程
。
二
〇
〇
六
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
臨
時
研
究
協
力

員
。
二
〇
一
〇
年
よ
り
日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
。
専
門
領
域
は
教
育
工
学
・
教
育

心
理
学
。
分
担
執
筆
し
た
報
告
書
に
労
働
政

策
研
究
報
告
書
№
146
『
職
務
構
造
に
関
す
る

研
究
―
職
業
の
数
値
解
析
と
職
業
移
動
か
ら

の
検
討
―
』(

二
〇
一
二) 

。
主
な
論
文
に
、

鎌
倉
・
馬
場 (

二
〇
一
一)

「
情
報
技
術
の

記
録
性
を
学
習
す
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
実

践
：
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
行
動
ロ
グ
を
用
い
た

体
験
授
業
を
通
し
て
」
日
本
教
育
工
学
会
論

文
誌, 35(1), 47-57

。
研
究
テ
ー
マ
は
シ

リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
、
他
。

図表２　スキル６因子と知識７因子の職業興味との関係（601職業、24,041名）
R（現実的) I（研究的) A（芸術的) S（社会的) E（企業的) C（慣習的)

ス
キ
ル
６
因
子

基盤 -0.116 0.576  0.263  0.556  0.594 -0.293
数理  0.274 0.775 -0.094 -0.195  0.204 -0.218
テクニカル  0.673 0.065 -0.283 -0.589 -0.414  0.121
ヒューマン -0.210 0.211  0.141  0.700  0.572 -0.096
コンピュータ  0.408 0.526  0.087 -0.325  0.283 -0.230
モノ等管理  0.477 0.243  0.321 -0.072  0.232 -0.206

R（現実的) I（研究的) A（芸術的) S（社会的) E（企業的) C（慣習的)

知
識
７
因
子

科学・技術  0.545 0.423 -0.087 -0.571 -0.049 -0.119
芸術・人文学 -0.193 0.282  0.837  0.359  0.486 -0.462
医療 -0.195 0.307  0.113  0.552  0.277 -0.110
ビジネス・経営 -0.182 0.029  0.249  0.346  0.662 -0.061
語学 -0.335 0.528  0.056  0.406  0.482 -0.118
土木・警備  0.042 0.133 -0.057  0.037  0.224  0.137
化学・生物学  0.353 0.431 -0.029 -0.294 -0.164 -0.143

注）絶対値が.500よりも大きな相関係数に着色している。


